
 

平成 2002 年に発足した「温暖化防止ながれや

ま」。今年で創立 15 周年を迎えます。 

10 月 28 日（土）流山おおたかの森駅南口都市

広場に記念として「ヤマボウシ」を植樹しました。

「温暖化防止ながれやま」にこの 15 年間ご協力い

ただいた、会員の方をはじめ、千葉県地球温暖化防

止活動推進センター 山口事務局長、流山市環境部 

田中部長、京和ガス株式会社 筒井社長など、たく

さんのご来賓のご参加をいただき、ヤマボウシの苗

木を植樹しました。植樹は皆さまに交代で土をかけ

て植え付け、15 周年の記念の碑を設置しました。 

ヤマボウシは晩春から初夏にかけて白い花を咲

かせ、紅葉も美しい落葉樹です。流山の温暖化防止

にこのヤマボウシも協力してくれると思います。 

    

 植樹後には井崎市長はじめ、武田千葉県議会議員

や関係団体の代表などをお招きして、流山の老舗料

亭「せきや」で感謝の集いが行われました。 

 井崎市長は「15 年間の長きに渡り、草の根の活

動を行ってきたことに敬意を表します。パリ協定締

結やアメリカの離脱など世界で大きな動きが起こ

る中ではありますが、今後とも市と協力し一人でも

多くの市民に地球温暖化防止について伝えていた

だきたい」と祝辞を述べました。 

続いて、横須賀代表の「創立 15 周年という節目

にたった今、この大切な自然環境を次世代に引き継
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ぐため、会員一同が力を合わせて、持続的な環境づ

くりに取り組んでいかなければならない」 

横須賀代表のメッセージを代読した石垣副代表

は「この会の創立当初の反応は、地球は温かくなっ

た方がいいという認識だったが、豪雨や大型台風上

陸といった異常気象が頻発し、今や地球温暖化は疑

う余地がないという認識になっている。この会は地

球温暖化防止という大きな名前をいただいていま

すが、私たちの力はとても小さい。会員みんなで力

を合わせて進みたい」と語った。 

一口に15年といってもその活動は多岐にわたり

ます。春田事務局長からは、「温暖化防止ながれや

ま」の歴史を踏まえた講演があり、平成 13 年に千

葉県地球温暖化防止活動推進センターが発足、その

翌年に流山市は「温暖化防止ながれやま」を立ち上

げていますので、県の中でも早い動きであったこと

が伺われます。また 15 年の間には会の存続が危ぶ

まれることもありました。そんな今までの思いを会

員一人一人から語られ、とても和やかな会となりま

した。 

最後には、会員による、アトラクションもあり、終

始楽しい中でのお開きとなりました。 

私たちの活動はとても地味ではありますが、その輪

を拡げていくことが求められます。 

これから、20 年、30 年・・・そして 100 年と

この活動が続いていくために活動に賛同いただけ

る会員を増やいくことも重要です。子どもたちへの

環境出前講座などを通して、自分の未来の地球のこ

とを知り、地球温暖化対策を一緒に考えていけるよ

うに今後も私たちは活動を続けていきましょう。             

(加藤 啓子) 

  

15 年の歩み（主なトピックス） 

平成 14 年：流山市在住の千葉県地球温暖化防止活

動推進員（県知事委嘱）で発足。平成 15 年：流山

環境デーに出展展示。平成 16 年：出展展示（流山

環境デー）。市民環境講座・施設見学会の実施。平

成 17 年：市民環境講座。出前講座。見学会の実施。

流山市環境行動計画に参画。平成 18 年：流山市民

活動団体公益事業補助金の認定事業となる（環境講

座の実施、ＣＯ２削減量調査などで６年間）。ＣＯ２

ダイエット宣言記念植樹（流山おおたかの森駅前）。

平成 19 年：第１回省エネルギー学習会（旧エコワ

ット会議）の開催。平成 20 年：市民環境講座。出

前講座。平成 21 年：流山市から市民環境講座の業

務委託を受ける（現在まで継続）。平成 22 年：出

前講座が増加する（7 箇所）。平成 23年：千葉県

環境功労者知事感謝状受賞。緑のカーテン制作事業

を開始（８箇所）。平成 24 年：京和ガス エコア

クション・サポート事業となる（緑のカーテン効果

調査ほか）。平成 25 年：創立 10 周年記念レセプ

ション開催（江戸川台福祉会館）。平成２５年度地

球温暖化防止活動環境大臣賞を受賞。平成 26 年：

まちなか森づくりプロジェクトに参加。平成 27

年：第 100 回省エネルギー学習会（慶応大 伊香賀

教授の記念講演）を開催。「省エネルギーPJ」、

「再生可能エネルギーＰＪ」発足。ＣＯ２濃度連続

測定開始。平成 28 年：「可燃ごみ減量ＰＪ」発足。

平成29年：流山市市制50周年式典で感謝状受賞。

ＣＯ２ダイエット宣言記念植樹（流山おおたかの森

駅前）記念ポール再建立。創立１５周年記念行事（植

樹・感謝のつどい） 



 

 

平成 29 年 10 月 3 日（火）、東小学校にお

いて 5 時限目・6 時限目の時間（13:50〜

15:30）に 4 年生（108 名）を対象とした出

前講座を実施しました。講演内容と講師は、 

「流山の環境変化」（大塚洋一）、「未来の地

球と私たちのくらし」（笠原久恵）でした。 

 

平成 29 年 10 月 10 日（火）、向小金小学

校において 5 時限目・6 時限目の時間（13：

45〜15:20）に 4 年生（88 名）を対象とし

た出前講座を実施しました。講演内容と講師は、

「流山の環境変化」（増永 弘）、「未来の地

球と私たちのくらし」（笠原久恵）でした。 

 

平成 29 年 11 月 6 日（月）、長崎小学校に

おいて 5 時限目・6 時限目の時間（13：30

〜15:45）に 4 年生（94 名）を対象とした出

前講座を実施しました。講演内容と講師は、 

「流山の環境変化」（増永 弘）、「未来の地

球と私たちのくらし」（笠原久恵）でした。 

 

 

10 月度（10 月 6 日開催） 

①クールチョイス！「楽しく”節エネ」ライフ”」 

を読み解く（講師：平手 彰、春田育男） 

②柏市のＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ活動    

（講師：山田殖保） 

11 月度（11 月 9 日開催） 

地球温暖に関する映画検討会（事務局）  

ａ：「パーマネントライフを探して」    

ｂ：「アイス・エイジ２」         

ｃ：「グスコーブドリの伝記」  

12 月度（12 月 1 日開催） 

①流山市の農業について（事務局） 

②環境教材（（開発：暮らし創造研究会）検証           

ａ：「エコな住まい方すごろく」      

ｂ：「省エネ行動トランプ」 

 

小学校 3 校で出前講座を実施 

省エネルギー学習会を開催 



 

 

 

＜お知らせ＞ 

12 月 21 日  弊会  代表  横須賀  

靖が永眠いたしました。  

ここにあらためて生前のご厚誼に深

謝し  心から御礼申し上げます。                         

後任として  石垣幸子副代表が  代

表に就任いたしましたので    謹ん

でお知らせ申し上げます。  

 
編集後記 

 お正月に欠かせないミカンが高値だとい

う。紀州や九州地方のミカンの生産量不足だ

という。かつてはミカン栽培の北限は神奈川

県の小田原あたりと言われていた。いま、流

山市内の家庭の庭先にたわわに実ったミカン

を見かけることが多い。 ＣＯ２削減に大切

な森林のブナ林が本州から姿を消すのもそう

遠くないという。また今まで主に本州のみで

あった竹が北海道に上陸という記事があっ

た。植物は自然環境に対して敏感で正直であ

ると思う。 

わが国の全国の雨量観測所の２０１２年以

降の統計を気象庁が調べた。約３割の地点で

１時間当たりの降水量が観測史上最大を更新

していたという。最近では７月の北九州の豪

雨も大きな被害をもたらしている。 

 弊会代表の横須賀さんが逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。     私儀

このたび後任として代表に就任いたしま

した。甚だ未熟ではございますが故人の

遺志を継ぎ会の発展に努力いたす所存で

ございます。何とぞ前任者同様  格別の

ご指導ご支援を賜りますようお願い申し

上げます。  

私の銘「未来の地球の自然が平和でありま

すように」  

（石垣幸子） 

 


